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ペロブスカイト太陽電池が注目されて以来，結晶構造や結晶成長過程の解析および結晶成長制

御に関する研究が数多く報告されてきた．結晶性の材料を発電層に用いているため，X 線回折に

よる解析は重要な分析ツールとなる[1]．本発表では，SPring-8 の放射光 X 線を用いた斜入射 X 線

回折（GIXD）による結晶成長解析[2]や真空成膜による結晶成長制御[3]に関する筆者らの取り組み

を紹介する． 

まず、GIXD による結晶成長解析（Fig 参照）について紹介する．２次元 X 線検出器（例えば

PILATUS 300K）を用いることでペロブスカイト結晶の配向を含む結晶性を解析することができ，

さらに，短時間で測定ができる利点を生かして結晶成長過程のリアルタイム解析を行うことが可

能となる．測定ステージ上で PbI2と CH3NH3I溶液を混合し，ペロブスカイト結晶が形成されてい

くダイナミクスを解析した[1]． 

次に，真空成膜法について紹介

する．真空成膜法は精密に成膜条

件を制御して薄膜を形成できる

利点が挙げられるが，有機鉛ペロ

ブスカイトにおいては CH3NH3I

のガス化により制御性が著しく

阻害されてしまうことが課題と

なっていた．我々のグループでは

従来の加熱蒸着法に替えて，IR

レーザーを用いて真空蒸着を行

うことで制御性よく CH3NH3I を

製膜できることを実証し，有機鉛

ペロブスカイトの成膜に有効であることを示してきた[3]．成膜制御性の利点を生かして素子開発

や物性解析に取り組んできている． 
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Fig: Schematics images of organolead halide perovskite 

crystal and grazing incident X-ray diffraction analysis. 
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